
 

 

講 師  脇 明子氏 
（ノートルダム清心女子大学名誉教授） 

 

 

 

 

 

 

 

日 時  平成３０年２月１５日（木） 午後１時半～３時半 

場 所  ５-Days こども文化科学館 １階 アポロホール 

５-Days こども図書館（広島市こども図書館）と併設 駐車場はありません 

対 象   学校や地域で読み聞かせ等を行っているボランティア、関心のある方 

定 員   当日先着２００名 （参加無料） 申し込みは不要です。直接会場にお越しください。 

主 催   ５-Days こども図書館（広島市こども図書館） 広島市・ほんはともだちネットワーク 

                              ※お子様連れでの入場はご遠慮ください。 

                             

                               

 

 

 

 

 

平成２９年度 ボランティアネットワーク事業 講演会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申込・問い合わせ 

ドイツ語の絵本を 

紹介します 

広島市・ほんはともだちネットワーク（ほんともネット）ってどんな会？ 
広島市近郊で活動する子どもと本を結ぶボランティア団体・個人をネットワーク化し、子どもたちの

読書活動の推進を図るための会です。情報交換の場となる交流会の開催や、技術、意識の向上を図る研
修会、講演会の開催など、ボランティア活動をする上での役立つ情報を発信しています。広島市こども
図書館ＨＰをご覧ください。 

 

 プロフィール 

１９４８年生まれ。評論家。翻訳家。東京大学大学院人文科学研
究科修了（比較文学）。現在、ノートルダム清心女子大学名誉教授、
「岡山子どもの本の会」代表。 著書に『物語が生きる力を育てる』『読
む力が未来をひらく』（いずれも岩波書店）、『いま、子どもたちがあぶ
ない！』(共著／古今社)、絵本に『おかぐら』『あたごの浦』(ともに福音
館書店)、訳書に『丘はうたう』『九つの銅貨』（ともに福音館書店）、『北
風のうしろの国』『不思議の国のアリス』『クリスマス・キャロル』『オタバリ
の少年探偵たち』『小公子』(いずれも岩波書店)ほか多数。 

問い合わせ 

５-Days こども図書館（広島市こども図書館） 

広島市中区基町５-８３ 

電話 082-221-6755/FAX 082-222-7020 

子どもの読書が絵本から読み物へ移る時、周りの大人はど

んな手助けができるのでしょうか？ 『読む力は生きる力』

の著者にお話をうかがいます。 

休館日 月曜日（1/8、2/12 は除く）、 

1/9（火）、1/31（水）、2/13（火） 

     


